
 

 

 

 『現代用語の基礎知識』という本が教室に置いてあります。その本を見て年の瀬が近づいてきているこ

とを実感するのは私だけでしょうか。最近使われている言葉が解説されていてとても重宝します。どんな

言葉が生まれ、どのように使われているのか、今年どんな言葉が流行ったのかを知ることができます。 

恥ずかしながらそれまで詳しくは知らなかった『SDGs』という目標のことも掲載されています。最近

はテレビやラジオでも頻繁に耳にします。『SDGs』とは、「Sustainable Development Goals（持続可

能な開発目標）」の略称で、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標だそうです。それ

には１７の目標があって、国や世界レベルで解決していかなければならないことも含んでいますが、個人

で取り組めそうなこともあるようです。 

その中でも大きく取り上げられていることが、石油などの化石燃料使用による二酸化炭素の排出量、メ

タンの排出量削減です。地球温暖化の原因となっている『温室効果ガス』をできるだけ削減しようという

取り組みです。近年、車メーカーが電気自動車や水素燃料車の販売に力を入れていることを耳にします。 

また、２０４０年までにガソリン車を全廃すると宣言したメーカーもありました。 

 石油に代わるエネルギーとしては、『再生可能なエネルギー』が話題に上がります。この『再生可能な

エネルギー』という言葉は新しいものではなく４０年前も頻繁に使っていました。風力、水力に代表され

るものです。太陽光については太陽電池が普及していなく、大きな反射鏡で一点に太陽の光を集め利用す

るといった『サンシャイン計画』というものがありました。その装置が数カ所立てられたという記憶があ

るのですが、平成元年以降どうなったかは知りません。 

 原子力についての是非についてはご存じの通りですが、かなり期待されたエネルギーのひとつでした。

使用する燃料であるウランは岩盤中から掘って得られるものというイメージがありますが、海水中にも十

分な量のウランが溶け込んでおり、日本は海に囲まれているので燃料には困らないというものでした。 

 『現代用語の基礎知識』、辞書としてではなく読み物として開いてみると面白いと思います。 

３年生は今、推薦入試などを受けるために面接や小論文に頑張っています。小論文など書くときの話題

にもなると思いますので是非。 

『SDGs』の目標 12 に「つくる責任 つかう責任」（持続可能な消費生産形態を確保する）というのが

あります。「つかう責任」というのにこじつけて、モノを大事にするというのは私たちでもできそうです。 

【取られるなどしてなくさないようにするために「自転車の二重ロック」もよろしくお願いします。】 

                                          

週行事予定表                         （11/26～12/9） 

月 日 曜 行 事 予 定 ＦＴ 課外 備考 

11 

 

月 

26 金 期末考査 ｷｬﾌﾟﾃﾝ会議･部室一斉清掃  × × 8:15登校 

27 土 土曜講座 A 進路ガイダンス（１年） 全統ﾏｰｸ(3 年)      

28 日       

29 月 全統ﾏｰｸ(3 年)  ○ ○ 7:25登校 

30 火   ○ ○ 7:25登校 

12 

 

月 

1 水 寺子屋にちなんⅥ16:00- ○ ○ 7:25登校 

2 木 生徒会交流会 奉仕活動(24R) ○ ○ 7:25登校 

3 金   ○ ○ 7:25登校 

4 土        

5 日        

6 月   ○ ○ 7:25登校 

7 火  ○ ○ 7:25登校 

8 水 寺子屋にちなんⅦ16:00- ○ ○ 7:25登校 

9 木   ○ ○ 7:25登校 

※朝課外のある日は７時２５分校門通過、朝課外のない日は８時１５分校門通過を厳守しましょう 
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